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今夏は、新潟県や福井県に大きな被害を与えた豪雨や関東地方などに酷暑をもたらした熱波の来襲ではじまりました。
突然襲う自然現象の恐ろしさや意外性を再認識し、いざというときに備えることが重要です。
そして9月1日は「防災の日」、81年前に関東大震災が発生した日です。また三鷹市を含む南関東地域では、
直下地震がいつ発生しても不思議ではないといわれています。
このような大地震が三鷹市を襲った場合は、市内全域で同時多発的に被害が発生し、
平常時とは異なり思うように消防・救急活動が実施できなくなります。消防車や救急車が到着するまでの間は、
無事であったみなさんが消防士であり救急隊です。
「みんなのまちは、みんなで守る」ためには、市民のみなさん一人ひとりの防災行動力が必要不可欠な力となります。
三鷹市では、今年も防災の日を中心に各地区で総合防災訓練を実施します。ぜひみなさんもお近くの訓練に参加し、
消火器の使い方や応急救命・手当ての方法などを身につけて、個々の防災行動力を高めましょう。 e防災課1内線2283

―――みんなを守る一人ひとりの防災行動力―――
身につけよう！いざというときできること

救
命
の
担
い
手
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
、

救
命
講
習
会
を
開
催

７
月
13
日
に
、
第
六
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
講
習
会

が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
に
は
３
年
生
144
人

が
参
加
し
、
東
京
消
防
庁
三
鷹
消
防
署
の
救
急
救
命
士
が
指
導
。

人
形
を
使
っ
て
の
人
工
呼
吸
法
や
心
配
蘇
生
法
、
三
角
巾
に
よ

る
止
血
法
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
実
践
的
な
救
命

法
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
、
後
日
、
普
通
救
命

講
習
会
の
受
講
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
防
災
は

ご
近
所
の
連
帯
か
ら

お
よ
そ
１
万
９
千
１３０
戸
の
住
民
が
暮
ら
す
新
川
中
原
地
区

は
、
市
内
で
も
自
主
防
災
活
動
が
活
発
な
と
こ
ろ
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
都
営
ア
パ
ー
ト
や
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
も
多

く
、「
集
合
住
宅
の
住
民
へ
の
防
災
の
徹
底
」
が
大
き
な
課
題

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
新
川
中
原
地
区
災
害
対
策
連
合
会
の
会

長
で
あ
り
、
か
つ
て
新
川
・
島
屋
敷
通
り
団
地
の
自
治
会
長
も

務
め
た
井
上
尋
之
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
防
火
水
槽
の
用
意
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
防
災
は
ま
ず
ま
ず

の
状
況
で
す
。
し
か
し
ソ
フ
ト
面
、
と
り
わ
け
『
住
民
の
組
織

化
』
と
い
う
点
で
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
も
あ
り
ま
す
。
中
高

層
の
集
合
住
宅
で
は
自
治
会
が
未
組
織
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、

ま
た
、
共
働
き
で
住
民
が
不
在
が
ち
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
連
帯
は
、
防
災
の
基
本
。
ご
近
所
同

士
が
顔
見
知
り
で
あ
れ
ば
、『
あ
そ
こ
の
家
に
は
お
年
寄
り
が

い
る
』
と
か
『
家
の
壊
れ
た
箇
所
の
補
修
を
あ

の
人
に
頼
も
う
』
と
い
っ
た
こ
と
も
、
災
害

時
に
す
ぐ
わ
か
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

住
民
の
方
々
へ
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

防
災
行
動
、
基
本
は

自
身
の
身
の
安
全

寝
て
い
る
と
き
、
食
事
中
、
外
出

中
、
今
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
き
、

地
震
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
大
地
震
発
生
直
後
、
自
分

自
身
の
身
の
安
全
を
守
る
の
は
自
分

自
身
で
す
。
自
分
の
身
の
安
全
が
確

保
（
自
助
）
で
き
れ
ば
周
囲
の
人
た

ち
の
救
助
や
救
援
を
す
る
こ
と
（
互

助
）
が
で
き
ま
す
が
、
も
し
、
自
助

に
失
敗
す
る
と
、
逆
に
多
く
の
人
た

ち
の
互
助
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。

防
災
行
動
の
基
本
は
、
自
分
の
身

を
守
る
「
自
助
」
で
す
。

火
は
小
さ
い
う
ち
に

地
震
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
に
は
、
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
万
が
一

出
火
し
て
も
１
〜
２
分
は
火
は
小
さ

く
あ
ま
り
燃
え
広
が
ら
な
い
の
で
、

火
が
天
井
に
燃
え
移
る
ま
で
は
、
近

突然、大地震が襲いました。

今いる場所は、大地震が来て
も安全である。

□　はい　　　□　いいえ

直後に、台所の調理中のフライパンから出
火しました。

わが家には、消火器が備えて
あり、使用方法も知っている。

□　はい　　　□　いいえ

屋外の様子を見たら、隣の家の塀が崩れ、
そばで倒れている人がいました。

ケガをした人、意識がない人
等の応急手当の方法を知って
いる。

□　はい　　　□　いいえ

ついにわが家にも火の手が迫ってきました。

近くの避難場所とそこまでの
安全な避難経路を確認済みで
ある。

□　はい　　　□　いいえ

家族それぞれが異なる場所にいるときに被
災しました。

災害時に家族の安否を確認す
る方法を決めている。

□　はい　　　□　いいえ

いざというときに適切な防災行動をとるた
め、防災技術の習得も大切です。

ここ3年の間に、防災訓練に
参加した。

□　はい　　　□　いいえ

く
に
あ
る
消
火
器
具
な
ど
で
十
分
に

消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
消
火
器
な
ど
を
自
宅
に
備
え
、
街

頭
消
火
器
の
設
置
場
所
を
確
認
し
、

慌
て
ず
に
消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
防
災
訓
練

で
は
、
実
際
に
消
火
器
を
用
い
た
消

火
の
体
験
を
通
し
、
使
用
方
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
死
を
分
け
る

応
急
手
当

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
市
内
で

同
時
多
発
的
に
被
害
が
発
生
す
る
た

め
、
救
急
車
や
病
院
も
平
常
時
の
よ

う
に
は
機
能
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

も
し
み
な
さ
ん
の
周
り
で
、
出
血
が

ひ
ど
い
、
呼
吸
を
し
て
い
な
い
、
心

臓
が
動
い
て
い
な
い
な
ど
の
傷
病
者

が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
み
な
さ
ん
自
身
が
止
血
や
心

肺
蘇
生
な
ど
の
応
急
手
当
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
応
急
救
命

の
技
術
は
、
震
災
時
に
限
ら
ず
日
常

の
生
活
で
も
役
立
つ
の
で
、
ぜ
ひ
身

に
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
技
術
で

す
。
防
災
訓
練
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
・
三
角
巾
包
帯
法
を
体
験
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

避
難
は
最
後
の
手
段

大
地
震
発
生
後
は
、
被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
に
、
火
の
始
末
や
初

期
消
火
、
可
能
な
範
囲
で
の
救
出
・

救
護
な
ど
、
各
ご
家
庭
や
隣
近
所
で

で
き
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
し
か
し
ご
自
身
の
身
が
危

険
な
状
態
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
速
や
か
に
そ
の
場
を
離
れ
、
避

難
行
動
に
移
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
の
目
標
は
、
各
地
区
の
避
難

所
と
な
る
お
近
く
の
市
立
小
・
中
学

校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な

り
ま
す
が
、
火
災
な
ど
の
被
害
状
況

に
よ
っ
て
は
、
も
っ
と
近
く
の
公
園

や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
一
時

避
難
場
所
や
広
域
避
難
場
所
で
安
全

を
確
認
し
て
か
ら
避
難
所
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら

避
難
所
ま
で
の
経
路
を
確
認
し
て
お

く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
安
全
な

避
難
行
動
が
で
き
ま
す
。

自
身
と
家
族
の

安
全
確
認

災
害
時
、
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
171
」
が
役
立
ち
ま

す
。地

震
な
ど
の
大
災
害
発
生
時
は
、

安
否
確
認
、
見
舞
、
問
い
合
わ
せ
な

ど
電
話
利
用
が
爆
発
的
に
増
加
し
、

携
帯
電
話
と
と
も
に
つ
な
が
り
に
く

い
状
態
が
数
日
間
続
き
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
で
は
、
こ
う
し
た
状
態

が
５
日
間
続
き
ま
し
た
。

「
災
害
時
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
開
設

さ
れ
ま
す
が
、
９
月
１
日
d
の
防
災

の
日
は
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
臨
時

に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自

宅
の
電
話
を
使
用
し
て
体
験
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

総
合
防
災
訓
練
に

参
加
し
よ
う

毎
年
「
防
災
の
日
」
を
中
心
に
市

内
各
所
で
行
わ
れ
る
総
合
防
災
訓
練

で
は
、
消
火
、
応
急
手
当
、
非
常
食

炊
飯
な
ど
災
害
発
生
時
に
必
要
な

様
々
な
行
動
が
体
験
で
き
ま
す
。

人形を使っての心肺蘇生法の講習。心臓マ
ッサージは、心臓の位置を的確に押すのが
ポイント。実際にやってみると見た目以上
に体力を使う技能です。

「難しかったけど、家に高齢者がいるの
で救命の技術が覚えられてよかったで
す」（高林由佳さん／左）「覚えておけば、
いざというとき誰かの役に立てますね」
（須藤江梨子さん／右）など、受講の感
想には頼もしい声が集まりました。

止血法講習では、負傷部位ごとの三角巾の
巻き方を生徒たちが練習。少人数のグルー
プに分かれて、救命士が丁寧に指導します。
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お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

今
年
度
の
三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練

は
、「
発
生
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
南
関
東
直
下
地
震
が
発
生

し
、
三
鷹
市
で
震
度
６
強
を
記
録
。

市
内
に
大
き
な
被
害
が
出
た
」
こ
と

を
前
提
に
、
市
内
７
地
区
の
自
主
防

災
組
織
が
中
心
と
な
り
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
を

合
い
言
葉
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
防
災
力
向
上
を
目
的
に
実
働
的

自
分
と
家
族
、
そ
し
て
み
ん
な
の
た
め
に

災
害
時
の「
で
き
る
こ
と
」
を
増
や
そ
う

な
訓
練
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。
各

地
区
の
訓
練
実
施
概
要
は
左
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

訓
練
会
場
で
は
、
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
、
人
形
を
モ
デ
ル
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
や
三
角
巾
を
使
用

し
た
包
帯
法
の
応
急
救
護
訓
練
、
災

害
時
医
療
の
実
施
方
法
を
学
ぶ
訓

練
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
地
区
の
う
ち
９
月
１
日
d
に
実

施
す
る
東
部
地
区
、
西
部
地
区
、
大

沢
地
区
で
は
、
訓
練
会
場
と
な
る
各

学
校
の
児
童
・
生
徒
も
訓
練
に
参
加

し
ま
す
。
特
に
心
身
と
も
に
成
長
の

著
し
い
中
学
生
は
、
災
害
発
生
時
の

貴
重
な
人
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
も
各
地
区
の
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
し
て
自
助
の
力
を
向
上

さ
せ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ご
自
身
の

身
の
安
全
そ
し
て
ご
家
族
を
守
る
た

め
の
防
災
行
動
力
を
身
に
付
け
て
く

だ
さ
い
。

今
年
の
メ
ー
ン
会
場
は

第
六
中
学
校

メ
ー
ン
会
場
で
あ
る
第
六
中
学
校

で
の
防
災
訓
練
は
、
主
に
防
災
活
動

体
験
訓
練
と
救
出
救
助
・
医
療
救
護

活
動
の
見
学
訓
練
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。防

災
活
動
体
験
は
、
Ａ
〜
Ｅ
の
５

つ
の
エ
リ
ア
に
約
50
カ
所
の
体
験
訓

練
の
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
救
出
救
助
・
医
療
救
護
活

動
は
、
地
元
自
主
防
災
組
織
や
消
防

団
が
倒
壊
家
屋
に
取
り
残
さ
れ
た
被

災
者
を
、
倒
壊
危
険
ビ
ル
と
想
定
し

た
校
舎
か
ら
は
消
防
署
隊
が
被
災
者

を
救
出
救
助
し
、
そ
し
て
医
療
救
護

テ
ン
ト
で
は
、
搬
送
さ
れ
た
多
数
の

傷
病
者
が
い
る
混
乱
し
た
中
で
、
医

師
な
ど
に
よ
り
災
害
時
医
療
を
実
演

昨年度の防災訓練の様子
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井
上
尋
之

ひ
ろ
ゆ
き

さ
ん

新
川
中
原
地
区

災
害
対
策
連
合
会
会
長

E その他体験・見学機関�

B 応急救護訓練�
C 炊出訓練�

D 結索訓練�

A 消火訓練�

花壇�

プ
ー
ル�

防災機関ブーステント�

鉄
棒�

砂
場�

釜�

釜�

煙ハウス�放水�
体験�
初期�
消火�

けむり�
ハウス�

救助�
工具�

炊き�
出し�

心肺�
蘇生法�

三角巾�
包帯法�

ロープ�
結索�

チャレンジ
!

倉
庫�

可搬型消防ポンプ�
を使用し、ホース�
の先を持って実際�
に放水をします。�

消火器の使い方を�
学び、訓練用消火�
器による消火訓練�
を行います。�

人工呼吸と心臓マッ�
サージを人形を使っ�
て実際に体験します。� 三角巾を使った身近�

な包帯法と止血法を�
体験します。�

一人分の炊飯袋を用意して�
ご飯を大釜で炊き出すため�
の炊事作業を行います。�

日常生活でも役立�
つロープの結び方�
について学びます。

煙が充満した室�
内で煙の怖さを�
体験します。�

救出用救命工具の使い方�
を体験します。�

ライフライン機関�
などの防災機関が�
防災についての情�
報提供を行ってい�
ます。�

会場：第六中学校
時間：午前10時20分～午後0時30分
主催：三鷹市東部住区防災連合会
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総
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に
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加
し
よ
う
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明星学園�
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寺
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五小�

会場：井の頭コミュニティセンター本館
時間：午前10時～正午
主催：三鷹市井の頭地区住民協議会、三鷹市
＜訓練項目＞
出火防止、初期消火、避難誘導、応急救護、本部設置
運営、避難所設置、給食給水

〇�

〇�

〇�

〇�三鷹三鷹�
産業産業プラザ�
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三
鷹
通
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三鷹駅�

会場：三鷹産業プラザ前道路
時間：午前10時～正午
主催：駅前地区自主防災連合会、三鷹市
＜訓練項目＞
出火防止、初期消火、可搬ポンプ運用、避難誘導、応
急救護、煙ハウス体験、本部設置運営、給食給水、は
しご車救出訓練、情報伝達、災害弱者対策、119番通
報訓練
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会場：南浦小学校
時間：午前10時～正午
主催：連雀地区住民協議会・防災対策特別委員会、

三鷹市
＜訓練項目＞
出火防止、初期消火、可搬ポンプ運用、避難誘導、消
防活動、応急救護、トリアージ、本部設置運営、給食
給水、はしご車救出訓練、情報伝達
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会場：大沢台小学校
時間：午前10時～正午
主催：大沢地域防災対策本部、三鷹市
＜訓練項目＞
出火防止、初期消火、可搬ポンプ運用、避難誘導、消
防活動、救出救護、応急救護、本部設置運営、給食給
水、情報伝達
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中原青少年�
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勝渕神社勝渕神社�勝渕神社�

東八道路�

会場：新川あおやぎ公園ほか
時間：午前９時～11時30分
主催：新川中原地区災害対策連合会、三鷹市
＜訓練項目＞
出火防止、初期消火、消防活動、救出救助、応急救護、
医療救護、トリアージ、本部設置運営、給食給水、情
報伝達、伝言ダイヤル、災害弱者対策
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会場：第二中学校
時間：午前10時30分～午後０時30分
主催：三鷹市西部地区住民協議会、三鷹市
＜訓練項目＞
出火防止、初期消火、可搬ポンプ運用、消防活動、応
急救護、本部設置運営、給食給水、情報伝達

三鷹消防署の救急救命士たち
による説明に聞き入る、生徒
たち。意識・呼吸の有無の確
認、気道の確保など、倒れて
いる人を見つけたら真っ先に
することを学びました。

メーン会場　9月1日（水）東部地区

9月5日（日）井の頭地区

9月5日（日）連雀地区

9月5日（日）新川中原地区

8月29日（日）駅前地区

9月1日（水）大沢地区

9月1日（水）西部地区

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
非
常
用
食
糧
の
配
布

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
は
貴
重
な

地
域
の
防
災
力

全
国
的
な
高
齢
化
現
象
の
中
、
三

鷹
市
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の

性
格
が
強
く
、
人
口
約
17
万
１
千
人

の
う
ち
、
通
勤
・
通
学
者
あ
わ
せ
て

約
６
万
人
の
市
民
が
昼
間
市
外
へ
流

出
し
て
い
ま
す
。
も
し
そ
ん
な
平
日

の
昼
間
に
大
地
震
が
襲
っ
た
ら
…
。

そ
ん
な
時
必
ず
市
内
に
い
て
頼
れ

る
存
在
が
中
学
生
で
す
。
市
内
７
中

学
の
全
校
生
徒
を
合
わ
せ
る
と
、
約

２
千
850
人
。
彼
ら
一
人
ひ
と
り
が
防

災
技
術
を
身
に
付
け
れ
ば
、
貴
重
な

地
域
の
防
災
力
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
市
立
中
学
校
５
校
の
三

年
生
全
員
が
卒
業
す
る
前
ま
で
に
普

通
救
命
講
習
を
受
講
し
、
応
急
救
命

の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

救
命
講
習
を
受
講
す
る
に
は

救
命
講
習
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
三
鷹
消
防
署
で
受

講
で
き
ま
す
。
講
習
会
に
は
半
日
コ
ー
ス
の
普
通
救
命
と
一
日
コ
ー

ス
の
上
級
救
命
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
三
鷹

消
防
署
1
47
‐
０
１
１
９
へ
。


